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2024 年８月 22 日 

各 位 

会 社 名 株式会社西部技研 

代表者名 代表取締役社長執行役員 隈 扶三郎 

（コード：6223、東証スタンダード） 

問合せ先 取締役上席執行役員経営管理本部長 平川 美和 

     （TEL．092-942-3511） 

 

KUMYOUNG ENG CO., LTD.との合弁会社（特定子会社）の設立に関するお知らせ 

 

 当社は、本日開催の取締役会において、当社と KUMYOUNG ENG CO., LTD.(本社：大韓民国大田広

域市儒城区、代表理事：Choi Seung Ho、以下「KE 社」といいます。)による合弁会社（以下「JV」

といいます。）を設立することを決議いたしましたので、下記のとおりお知らせいたします。なお

JV は、出資が完了しますと資本金の額が当社の資本金の額の 100 分の 10 以上に相当し、当社の

特定子会社に該当することになりますので、併せてお知らせいたします。 

 

記 

 

１．設立の目的 

 当社は、EV 用リチウムイオン電池製造（以下「同製造」といいます。）工程に必要不可欠な機

器や装置の製造・販売事業を世界的に展開しております。従来の機器販売事業に加え、国内で 20

年近くの実績とノウハウを培ってきた同製造の最適空間創出に関わるトータルエンジニアリング

の提供を、今後は海外にも拡充することを、当社「中期経営計画 2024-2026」の成長戦略の一つに

掲げております。 

一方、KE 社は、韓国、北米、欧州、アジアの各地域において、同製造に必要不可欠なドライル

ームやクリーンルームの現地施工実績を誇る企業であります。当社は、2020 年頃から KE 社と業

務提携、2024 年６月 17 日には資本提携を行い、パートナーシップを強化して参りました。2024

年５月 22 日に受注した大型案件では、韓国大手自動車及び電池メーカーの米国ギガファクトリー

向けドライルームの設計・施工を KE 社が手掛け、ドライルームに必要なデシカント除湿機を当社

が提供することで、そのパートナーシップの効果を発揮しております。 

今後、KE 社との連携を密接にし、当社が国内で蓄積してきたトータルエンジニアリングのノウ

ハウと、KE 社が北米で蓄積してきた機械設備工事のノウハウの相乗効果により、更なる北米での

市場シェア拡大を狙うことが、今回の JV 設立の目的であります。 

 

２．JV の概要 

（１）名称 Seibu Giken & Kumyoung Environment, Inc. 

（２）所在地 米国ジョージア州アトランタ市 

（３）代表者の役職・氏名 代表取締役会長 喜田 桂祐 
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（４）事業内容 環境整備設備の設置工事及び環境整備装置の製造・販売・保

守 

（５）資本金 1,500,000 USD（約 234 百万円） 

（６）設立年月日 2024 年９月（予定） 

（７）出資比率 当社 80%、KE 社 20% 

（８）当社と JV との間の関係 資本関係 当社の連結子会社となる予定です。 

人的関係 当社の上席執行役員１名が JV の代表取締役

会長を兼務する予定です。 

取引関係 営業上の取引が発生する予定です。 

 

３．合弁相手先の概要（2024 年７月 31 日現在） 

（１）名称 KUMYOUNG ENG CO., LTD. 

（２）所在地 大韓民国大田広域市儒城区エキスポ路 385 

（３）代表者の役職・氏名 代表理事 Choi Seung Ho 

（４）事業内容 機械設備設置工事及び恒温恒湿器の製造 

（５）資本金 5,000,000,000 大韓民国ウォン（約 550 百万円） 

（６）設立年月日 2007 年８月 21 日 

（７）当社と KE 社との間の関係 資本関係 当社は KE 社の発行済み株式の 5.0%（取得

時）を保有しております。 

人的関係 該当事項はありません。 

取引関係 デシカント除湿機関連の営業上の取引を行

っております。 

関連当事者へ

の該当状況 

該当事項はありません。 

 

４．日程 

（１）取締役会決議 2024 年８月 22 日 

（２）合弁会社の設立 2024 年９月（予定） 

（３）合弁事業の開始 2024 年 10 月（予定） 

 

５．今後の見通し 

本件が当社の 2024 年 12 月期の連結業績に与える影響は軽微であります。今後の業績に与える

影響につきましては、来期以降の業績予想に織り込んでまいります。 

以 上 


